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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で大幅下落となりました。
インフレ加速への警戒感から米長期金利が上昇し、米国株式市場が大きく下
落した流れを受け、大幅下落となりました。11～13日の３日間の下落幅は
2,000円を超え、13日の終値は1月以来、４ヵ月ぶりに28,000円を割り込み
ました。週末は、自律反発を狙った買いが優勢となり、4営業日ぶりに反発し
たものの、週間では4％を超える大幅な下落となりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落となりました。
インフレへの警戒感が強まる中、4月の消費者物価指数（CPI）が市場予想
を大幅に上回る伸びとなり、米長期金利が上昇したことから、割高感が意識
されやすいハイテク株のみならず、景気敏感株などの幅広い銘柄が売られま
した。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比でほぼ横ばいとなりました。
米連邦準備制度理事会（FRB）が量的金融緩和を早期に縮小するとの観測が
強まり、米長期金利が上昇した流れを受け、国内金利も上昇しました。一方、
日経平均株価が大幅に下落する局面では、相対的に安全資産とされる債券は買
われたことから（金利は低下）、週間では国内金利はほぼ横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
米国債券市場において米長期金利が一時1.7％台に迫る水準まで上昇し、日米
金利差の拡大から、円売り米ドル買いが優勢となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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ＦＲＢが早期に量的金融緩和を縮小するとの思惑から、先週の米国債券市
場では長期金利が上昇し、株式市場は日米両市場ともに下落となりました。
13日に公表された新規失業保険申請件数は前週から大きく改善したものの、
飲食や宿泊業などのサービス業を中心に人材確保が課題となっており、今後
の景気回復の持続には労働市場の目詰まりの解消が課題となりそうです。
国内外の企業決算発表が一巡しました。感染再拡大による先行き不透明感
はくすぶるものの、公表された企業決算は製造業を中心に概ね良好であり、
経済正常化への期待もあり、今後も幅広い銘柄に買いが集まりそうです。先
週の株式市場の波乱の要因となった長期金利は、米金融当局がインフレは一
過性のものであるとの見解を示したことで落ち着きを取り戻しつつあるよう
です。今週公表される住宅や景気関連の経済指標の結果次第では、今週の株
式市場も値動きが荒くなる可能性がありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的と
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• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。
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• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
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